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資料編
１　東近江市の現状
①東近江市の人口
　東近江市の人口は、平成２７年国勢調査で、総人口１１４, １８０人となっており、平成
１７年の１１６, ７９７人をピークに減少に転じています。一方、世帯数は、増加傾向にあり、
単身世帯及び核家族世帯が増えています。
　今後の東近江市の人口は、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口

（平成２５年３月推計）」によると、人口減少が続き、２０４０年には９６, ７９２人になると
見込まれていますが、平成２７年度に策定した東近江市人口ビジョンの中で、様々な取組を
行うことによって、将来目標人口を、２０４０年に１０万人、２０６０年には９万人として
います。

図　東近江市の総人口・世帯数の推移
【出典】各年国勢調査　　　　　　　　

図　東近江市の将来推計人口
【出典】東近江市人口ビジョン　　　　　　　　



58

　年齢階層別人口をみると、団塊の世代の人口が多く、今後、ますます高齢化が進むと考え
られます。また、３０～４０歳代の人口が比較的多くなっています。
　経年変化をみると、平成１７年から平成２２年までにかけて、３０～４０歳代の減少が大
きく、リーマンショック等の影響で若い世代の転出が多くなったと考えられます。

図　東近江市の年齢階層別人口の推移
【出典】平成１７、２２、２７年国勢調査

②東近江市の高齢化率と高齢者世帯の推移
　東近江市の高齢化率は、年々上昇し、平成２７年で２４. ６％になっており、超高齢社会（高
齢化率２１％以上）に突入している。
　高齢者世帯についてみると、高齢単身世帯も高齢者夫婦のみ世帯も年々増加しており、全
世帯数に対する高齢者のみ世帯の割合は、平成２７年で１９. ４％になっている。
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図　東近江市の高齢化率の推移
【出典】各年国勢調査　　　　　

図　東近江市の高齢者世帯数の推移
【出典】各年国勢調査　　　　　

③要介護認定者と認知症高齢者の状況
　要介護認定者は年齢が高くなるとともに増加し、認定率が高くなります。認定率は７５歳
以上で１０％を超え、８５歳以上では、ほぼ高齢者の半数が要介護認定者です。
　２０１５年以降、認定者数は増え続け、認定率も上昇傾向で推移します。その後の急激な
高齢化に伴い、２０２５年には認定者数は約６, ０００人、認定率は１９％に達すると見込ま
れます。



60

図　年齢別の認定者数と認定率
【出典】介護保険事業状況報告（２０１４年１０月１日時点）

図　認定者数と認定率の実績と推計
【出典】介護保険事業状況報告（２０１４年１０月１日時点）、２０１５年～２０２５年は推計値

　要介護認定者における認知症の状況は、自立度Ⅱ（日常生活に支障を来すような症状・
行動や意思の疎通の困難さが多少見られても、注意すれば自立できる状態）以上の割合は
７５～７９歳で５１. ４％と要介護認定者の半数を超えています。８０～８４歳で５６. ９％、
８５～８９歳で５９. ６％と、年齢が高くなるほど認知症は発症率も高くなる傾向にあります。

自立度Ⅰ…何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している
自立度Ⅱ…日常生活に支障を来すような症状・行動や意思の疎通の困難さが多少見られても、注意すれば自立できる
自立度Ⅲ…日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ介護が必要
自立度Ⅳ…日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護が必要
自立度М…著しい精神症状や周辺症状、あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療が必要
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※要介護認定者数、認知症自立度別の数は２０１４年１０月１日現在

図　要介護認定者の認知症自立度とⅡ以上の割合
【出典】東近江市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第６期）

④合計特殊出生率の推移
　１人の女性が生涯に出産する子どもの人数とされる「合計特殊出生率」の推移を見ると、
東近江市は、全国、滋賀県の値をともに上回っており、１. ６６（平成２０年（２００８年）
～２４年（２０１２年）のベイズ推定値※１）となっています。
　合計特殊出生率は人口の増減に大きく影響し、将来にわたって人口が増加も減少もせず、
世代間の人口が均衡する数値は２.０７とされます。この合計特殊出生率を算出する際の「１５
歳～４９歳までの女性」の人口減少が数値の低下の要因になっており、若い世代の人口増加
が重要となります。

図　合計特殊出生率の推移
【出典】人口動態統計特殊報告『人口動態保健所・市区町村別統計』

単年度の合計特殊出生率

※１　ベイズ推定値
市区町村別の合計特殊出生率は、標本数が少
なく、偶然性の影響で数値が不安定な場合が
あり、当該自治体だけでなく二次医療圏等の
複数年のデータを総合化して推定した値
【出典】東近江市子ども・子育て支援事業計画

国 滋賀県 東近江市

Ｈ１７ １. ２６ １. ３９ １. ４０ 
Ｈ１８ １. ３２ １. ４０ １. ４２ 
Ｈ１９ １. ３４ １. ４３ １. ４６ 
Ｈ２０ １. ３７ １. ４５ １. ５５ 
Ｈ２１ １. ３７ １. ４４ １. ５３ 
Ｈ２２ １. ３９ １. ５６ １. ６１ 
Ｈ２３ １. ３９ １. ５３ １. ６１ 
Ｈ２４ １. ４１ １. ５３ １. ６８ 
Ｈ２５ １. ４３ １. ５３ １. ６２ 
Ｈ２６ １. ４２ １. ５３ 未確定
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⑤児童数の動向
　本市の１８歳未満の児童数の動向は、年々減少傾向にあり、平成２５年では２１, ２８０
人となっています。内訳は０～５歳６, ７７２人、６～１１歳６, ９９０人、１２～１７歳
７, ５１８人となっています。また、今後の推計値でも減少傾向は続くと予測されています。

児童数の動向
（単位：人）

実績 推計
平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年

０〜５歳 ６, ９０４ ６, ８２４ ６, ７７８ ６, ８５５ ６, ７７２ ６, ６７６ ６, ５０５

６〜１１歳 ７, ６７６ ７, ４６１ ７, ３５６ ７, ０８６ ６, ９９０ ６, ７９１ ６, ７１２

１２〜１７歳 ７, ４９１ ７, ４８６ ７, ４９４ ７, ５８８ ７, ５１８ ７, ５２９ ６, ９１２

合計 ２２, ０７１ ２１, ７７１ ２１, ６２８ ２１, ５２９ ２１, ２８０ ２０, ９９６ ２０, １２９

資料：住民基本台帳（外国籍人口を含む）４月１日現在
【出典】東近江市子ども・子育て支援事業計画

⑥障害者手帳保持者の数
　障害者手帳保持者の数は、いずれの種別の手帳も、年々増加傾向となっています。総人口
が減少する中で、人口に占める手帳保持者の割合も増加しています。

（単位：人）
平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年

総人口 118,184 117,399 117,364 117,127 116,603 115,758 115,203

身体障害者手帳 4,281 4,336 4,394 4,402 4,386 4,439 4,494

療育手帳 841 887 919 963 979 1,020 1,091

精神障害者保健福祉手帳 361 410 468 523 554 535 582

手帳保持者数 5,483 5,633 5,781 5,888 5,919 5,994 6,167

人口に占める手帳保持者 4.64％ 4.80％ 4.93％ 5.03％ 5.08％ 5.18％ 5.35％

資料：障害福祉課調べ（人口は各年４月１日現在、障害者手帳保持者は各年度３月末日）

⑦発達障害者（児）の状況
　発達障害者（児）の場合、手帳制度がないため、人数把握は難しい状況にあります。発達
障害者（児）の中には、必要に応じて、知的障害を伴う場合は療育手帳、知的障害を伴わな
い場合は精神障害者保健福祉手帳を取得されている人がおられます。
　最近の傾向としては、乳幼児健診や園への巡回訪問等により、就学前にその傾向があるこ
とを保護者と関係機関が情報を共有することが増えてきています。それに伴い、医療機関を
受診されるケース（※）、就学先として通常学級以外に自閉症・情緒障害特別支援学級を選択
されるケースや、通常学級に在籍して通級指導教室（※）を併せて利用するケースも増えて
います。



63

　また、特性を理解した対応が難しい場合、二次的障害を生じ、環境調整だけでなく医療機
関による内服加療が必要となっている学齢期の子どもたちのケースも増えており、対応でき
る医療機関の不足が課題となっています。
　精神障害者保健福祉手帳の取得に関しては、就労について考えていく時期になり、障害特
性に応じた配慮を福祉サービスとして求める際に検討されるケースが増えているのが現状で
す。

特別支援学級（知的障害、自閉・情緒障害）への就学状況及び通級指導教室利用状況
（単位：人）　　　　　　　

区　　分 平成２４年 平成２５年 平成２６年

特別支援学級（知的障害） １０１ １１１ １３２

特別支援学級（自閉症・情緒障害） ７５ ８７ ９０

通級指導教室 １５７ １７６ １７７

【出典】東近江市子ども・子育て支援事業計画　　　　　　　
※本県では、自閉症・情緒障害の診断を受けていたり、その特性があっても、知的障害があれば知的障害の特別支援学級に
在籍することとなっています。

⑧障害者の就労状況
　東近江圏域の職業安定所に登録している障害のある人の就労状況をみると２, １０６人で、
そのうち就業中は１, ０５８人となっています。また、就業中の内訳は、身体障害者５５０人、
知的障害者３７３人、精神障害者１１３人などとなっています。

就労登録者の状況
（単位：人）　　　　　　　

区　　分 就業中 求職中 保留中 登録者

身体障害者 ５５０ ９２ ５２０ １, １６２

知的障害者 ３７３ １２ １７４ ５５９

精神障害者 １１３ ６８ １５９ ３４０

その他の障害（※１） ２２ １４ ９ ４５

合　計 １, ０５８ １８６ ８６２ ２, １０６

求職及び就職状況
（単位：人）　　　　

区　　分 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

新規求職申込件数 １９９ ２８８ ３４０ ３７４ ３４１

就職件数 ７４ １０２ １２６ １４２ １６７

（※１）その他の障害者：発達障害者、高次脳機能障害者（※）、難病者等
【出典】東近江市障害者計画　　　　


